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1 2009年（平成21年）3月

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域

福
祉
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

最
近
行
わ
れ
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

次
回
は
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

全
10
回
講
座
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

●
第
1
回
（
6
月
3
日
）

初
回
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
よ
い
聴
き
手
と
な

る
た
め
に

〜
傾
聴
の
意

義
と
意
味
〜
」

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ホ
ー
ル
フ

ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア

協
会

山
田
豊
吉
氏

参
加
者
数
　
7
人

●
第
2
回
（
7
月
17
日
）

「
知
的
障
が
い
児
・
者
施
設
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て
み
よ
う
！
」

講
師

東
京
都
千
葉
福
祉
園

安
藤
純
子
氏

参
加
者
数

7
人

●
第
3
回
（
8
月
7
日
）

「
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
夏
休
み
の

思
い
出
を
作
ろ
う
！
」

講
師

社
協
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員

参
加
者
数

6
人

●
第
4
回
（
9
月
4
日
）

「
身
体
に
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
若

者
か
ら
話
を
聞
こ
う
」

講
師

障
が
い
者
プ
ロ
レ
ス

ド
ッ

グ
レ
ッ
ク
ス

植
木
里
美
氏

参
加
者
数

18
人

●
第
5
回
（
10
月
2
日
）

「
精
神
保
健
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」

講
師

山
下
裕
司
氏

参
加
者
数

19
人

●
第
6
回
（
11
月
6
日
）

「
目
で
見
る
こ
と

ば
と
は
？
」
〜

聴
覚
障
が
い
に
つ

い
て
学
ぼ
う
〜

講
師

袖
ケ
浦
市

聴
覚
障
害
者
協
会

花
澤
　
彌
氏

参
加
者
数

27
人

●
第
7
回
（
12
月
4
日
）

「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」

〜
認
知
症
に
つ
い
て

学
ぼ
う
！
〜

講
師

進
藤
文
子
氏

参
加
者
数

20
人

●
第
8
回
（
1
月
8
日
）

「
手
引
き
の
練

習
」

講
師

袖
ケ
浦

市
視
覚
障
害
者
福

祉
協
会

大
木
冨
士
男
氏

参
加
者
数

28
人

●
第
9
回
（
2
月
5
日
）

「
ほ
っ
と
な
話
を
し

ま
し
ょ
う
！
」

〜
縁
側
で
お
し

ゃ
べ
り
を
〜

講
師

縁
側
よ
い
し
ょ

伊
藤
英
樹
氏

参
加
者
数

56
人

●
第
10
回
（
3
月
6
日
）

ふ
り
か
え
り
の
会
〜
こ
こ
か
ら
活

動
へ
繋
げ
よ
う
！
〜

講
師

小
野
双
葉
氏

参
加
者
数

7
人

社会福祉協議会では音訳ボランティアグループ「やまゆり」
の協力を得て、広報紙（広報そでがうら・福祉だより・議会だ
より）をカセットテープへ録音し、視覚に障がいのある方へテ
ープをお届けするサービスを行っています。
「音訳」とは「目」で見る情報を声にして「耳」で聞く情報に
するものです。
そのための音訳活動に関する初歩的
な知識・技術を習得するために、視覚
障害者総合支援センターちばの音訳会
会員である原口紀子氏による講義（3
回）と袖ケ浦市内で音訳活動を行ってい
るボランティアグループ「やまゆり」の協
力による音訳体験（1回）を行い、音訳活
動について理解を深めてもらいました。
参加者数 延62人

この講座は、男性でボランティア活動になかなか一歩
が踏み出せない方や定年退職後に生きがいを探してい
る方を対象としたもので、親の介護、伴侶の介護など、
いつかは自分に関係があると思われる身近なことを題
材に、男性が福祉関係のボランティアに関心を持ってい
ただくことを目的としています。
内容は「ズバリ！男の介護」と題し、なのはなメイト（通
所介護事業所）代表の三上郁雄氏をお招きし、介護が初
めての男性にも分かりやすい内容で、在宅介護のご講演をいただきました。
なかなか実際にそのような状況にならないと自分のこととして実感が沸かな

いものですが、参加された方は、真剣に男性の介護について思いをめぐらせて
いたようです。
介護の必要性が社会的に求められている中で、身近なこととして介護を認

識していただけたのではないでしょうか。
参加者数 27人
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（1月27日/2月3日・10日・17日）（2月19日）

お問い
合わせ

袖ケ浦市ボランティアセンター
（袖ケ浦市社協内）

こ
の
講
座
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
の
様
々

な
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
体
験
講

座
を
通
し
て
、
自
分
に
あ
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
探
し
て
み
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

講
座
は
昨
年
の
6
月
か
ら
今
月
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
約
10
ヶ
月
間
に
お
よ

ぶ
全
10
回
コ
ー
ス
で
延
べ
195
人
が
各
種

講
座
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
の
あ
る
方
、
地
域
の
た
め
に

何
か
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
な

ど
動
機
は
様
々
で
す
が
、
自
分
に
あ
っ

た
活
動
や
心
の
声
な
ど
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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社会福祉協議会は地域福祉を推進する団体として、地域の方々とさ
まざまな事業を展開しています。
その中で、市内小中学校で福祉体験講座をひらき、福祉に関心を持っ
てもらえるように福祉教育活動を進めています。
地域に住む人が「ともに生きる力」を理解し福祉コミュニティーが形
成されることにより「だれもが住み慣れた地域で安心して暮らせる地
域社会」となることを目指します。

福祉教育の目指すもの
福祉教育は、すべての人を個人として尊重し、思いやりの心を持って
助け合う気持ちを育て、共に生きる人間の育成を目指すものです。
○福祉に対する理解と関心を育てる
身近なところで暮らしている高齢者、外国人、ひとり暮らしの人等さ

まざまな生活や生き方があることに気づき、
福祉問題、福祉活動の意味や役割に関心を持
ってもらう。

○福祉の心を育てる
すべての人が社会の大切な存在として尊ばれること、偏見や差別の
ない共生と平等の相互に思いやる心を育てる。

○福祉活動へ参加しやすい環境をつくる
高齢者や障がいを持つ方の疑似体験講座を通して、福祉的な行動（介
助の仕方など）について理解を深める。

昨年も多くの小中学校で福祉体験講座を受講いただきました。
生徒や保護者の皆さん、熱心に取り組んでいただきました。
その活動の様子をご紹介します。

高齢者に限らず、けがしたときなどに車いす
を使用することもあると思います。
近年は病院に限らず

公共施設にも設置して
ありますが、誰でも普通
に使用することが出来

るとみんなが安心ですよね。
この講座では、初めて車いすにふれる方を対象
に、安全に移動することができるように次のことを
学習します。

・車いす（本体）の構造について
車いすの部品や車いす自体の役割について学
びます。
・車いすの介助方法について
車いすの介助方法や気をつけることを学習し

ます。
・車いす体験
実際に車い
すを押したり、乗ってみて車いす
ってどんなものか感じてもらいま
す。

思ってた以上に難しかったりそうで
もなかったりと感じ方は人それぞれで
す。先ずは体験してみて車いすを身近
に感じてもらえるようになり、車いすを

利用する方
の考えてい
ることや気持
ちを理解し
ようとする
ことが大事
です。

人はみな年を重ねるに
したがい、徐々に身体が
思うように動かなくなりま
す。
この講座では、自分の

体にさまざまな用具を装着
し、高齢者の身体の感じに似せる体験をします。装着したうえで新聞
やチラシを見たり、誰かと話をしたり、通路や階段を歩いてみてどのよ
うな感じがするのか学習します。

・高齢者の特徴について
高齢者の精神的・身体的な特徴について学習します。

・高齢者疑似体験セット
について
適切に疑似体験セットの用具
を装着するための説明をしま
す。

・高齢者疑似体験
実際に疑似体験セットを装着
することで、高齢者の身体的特
徴が感じられます。

視覚的なことや身体の重さ、身
体の不自由さを体験してみると、
身近にいる高齢者がこのような感
じで日々生活していることに驚か
されます。

皆さんが住む地域にも視覚障が
いのある方がお住まいです。また、
年齢を重ねていくとだんだんと視
力が落ちてきて目が不自由になっ
てきます。この
講座では、視覚

に障がいがある方へ適切に接する方法につ
いて学習します。

・視覚の障がい内容について理解する
一口に視覚障がいといってもその内容は
様々です。視覚障がいの内容について学
習します。

・視覚障がい者の介助方法について
視覚障がい者の介助（ガイド）方法について学習します。

・アイマスクをして視覚障がい者の体験をする
実際にアイマスクをして視覚的に見えない状態になって
みたり、視覚障がい者のガイド役になって誘導してみます。

アイマスクをして視覚的に見えな
くなると、行動がとても慎重になる
のが印象的です。■ハンドグリップ

介護者が、介助する時
に使用するグリップ。

■背もたれ
長い時間座っている場合
にはクッションなどをいれ
て正しい姿勢を保つ。

■ひじかけ（アームレスト）
動いているときは、腕をお
かない方がよい。
車いすへの乗り降りのとき
に活用する。

■シート
長い時間すわってい
る場合負担がないよ
うにクッションを使う

とよい。

■レッグレスト
両足が巻きこ
まれないよ
うに防止す
るものです。

■フットレスト
両足を上にのせる。
利用者の状態によっては
器具を部分的に変える
こともできます。

■キャスター
これがあることで、左右上下に
動きやすくなっています。

■タイヤ（車りん）
パンクをしていないか
点検が必要です。

■ブレーキ
止まっている
ときは必ずブレ
ーキをかけます。

■ハンドリム
利用者が、自分
で操作する時に
車輪を回転さ
せるために握
るところ。

安全に移動が出来るように
車いすの構造をよく知っておきましょう。

社協の事業紹介　～福祉教育編～

～写真提供は長浦中1年生・平川中1年生の皆さんです。ありがとうございました～



上宿しん悠会では月例茶話会を催
し、みんなで談話をしながら常に相
互の融和を心がけています。体力に
自信のない方もできるとのことで、

昨年から会員の好意でヨガ
を教えていただいておりま
すが、談笑しながらも、健康
維持との好評を得ています。
又、今年の新年会は富津

市金谷まで脚を伸ばしまし
た。早春の東京湾と華やか
な宴で時間のたつのも忘れ
るほど楽しい新年会になり
ました。

第16回千葉県高齢者グラウンドゴ
ルフ大会が昨年の11月27日、柏の森
運動広場で行われ、神納1区高齢者ク
ラブの古川正夫さんが、冷たい雨が降

る中でも実力を発揮され、見事準優勝されました。これによって今年北海道で開催される「ねん
りんピック」に出場できる権利を得ることができました。ご活躍を期待しております。

平成21年1月22日、千葉県
文化会館において千葉県老
人クラブ会員芸能大会が開

催されました。出場35チーム中、袖ケ浦
市から出場しました神納1区高齢者クラ
ブが「人生（とき）の流れ」を披露し、第3位となり、千葉県老人クラブ連合
会長賞を受賞されました。おめでとうございます。

上宿しん悠会
会長 鹿島　良雄

古川正夫さん
県高齢者グランドゴルフ大会準優勝

3 2009年（平成21年）3月

小野幸子の

自閉症ってなーに？⑧自閉症ってなーに？⑧

入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824
入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方はお問合せください。
入会申込・問合せ　袖ケ浦シニアクラブ連合会事務局 老人福祉会館 163-0824

老人福祉会館を利用し、毎週水曜日午前中2時間ほど、寝たきり防止
体操を行っている「袖ケ浦・元気倶楽部」をご紹介します。
袖ケ浦市の介護予防事業である｢シニア元
気塾｣運動コースを修了した方々の集まりで
す。自分だけではなかなか続けることが難
しいことも、みんなで声を掛け合って頑張っ
ておられます。
「継続は力」がモットーとのことです。
皆さん、本当にイキイキとされています。
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このコーナーも、平成19年7月に始まり足かけ2年と長きに渡りお付き合
いいただきまして、本当にありがとうございました。
これを読んでいただき、自閉症の理解が深まってくれれば嬉しく思いま

す。これからも、純平と親子で頑張っていきますのでご協力をお願いいた
します。
今回は、最終回ということで、私達が活動している「にじの会」を紹介した
いと思います。
君津地区自閉症協会「にじの会」は、君津地域４市の自閉症児者の親が中

心となって運営しています。地域のボランティアの協力を得ながら、療育キ
ャンプや遠足などの行事のほか、勉強会や相談会を定期的に開催し、自閉症

についての理解を広める啓発活動を行っています。
【君津地区自閉症協会（にじの会）】
http://nijinokai.wa-sanbon.com/

〈平成20年行事〉
●発達障害支援・啓発セミナー（講師：千葉県発達障害者支援センター他）
１.『幼児期～小学校低学年　わかりやすい関わり方』
２.『思春期（中・高校生期）の関わり方・育てておきたいこと』
３.『高機能自閉症・アスペルガー・ADHD・LDの特徴と関わり方』
４.『幼児から成人まで発達に応じた対応　～太田ステージを基に～』
●療育キャンプ（1泊2日）●大貫海岸で海水浴とバーベキュー
●遠足 ●潮浜公園　●鋸山登山　　など多数
自閉症児の親は、多くの不安を抱えている。そのような不安や悩みにつ

いて、会員それぞれの子育ての経験や知識をいかし、一緒に考えていきた
いです。
今後、協会では多くの人に自閉症について理解してもらい、地域全体で自
閉症児・者の成長を支えられるような環境が作れれば…と、考えています。
純平は、現在中学部で作業学習としてミシンで袋を

縫っています。卒業後は、「自分で働いたお金を貯めて、
大好きな電車の旅をしたい。」と、言っています。
将来は、地域で社会に少しでも貢献できるように、

お仕事もして生き生きと暮らしていけるよう願ってい
ます。これからも宜しくお願いします。

～～このコーナー（8回連載）を通して、純平君や自閉症児・者のイメージ
がもてたでしょうか。障がいのある人もない人も皆が共に生きる「共生社
会」の実現が求められています。～～

（最後に純平君からの問題です）
Q：僕の好きな女の子のタイプは誰でしょう？

答えは編集後記にあります。

神納1区高齢者クラブ
県芸能大会第3位

福祉作業所では革製品、和紙工芸品、陶芸品などを
手造りで製作しております。
地域のイベント等で展示販売しておりますので、お

買い求めの程よろしく
お願いいたします。
なお、売上金は作業

所利用者の各種活動に
役立たせていただいて
おります。

作業所利用者の製作品のご紹介



たくさんのご寄附を
ありがとうございました

みなさまの善意を大切にし、福祉事業に役立たせていただきます。
期間 平成20年12月～平成21年1月（順不同）
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企業・団体・氏名（敬称略）
うき船
根形公民館祭り婦人部
袖ケ浦公園釣友会
仲良しサークルの会
東京ガス株式会社袖ケ浦工場／東京ガス労働組合生産支
部袖ケ浦連絡会／東京ガス袖ケ浦工場安全衛生協力会
富友会
きもの愛好会　きもの静香
三井化学労働組合
匿名
袖ケ浦市農地・水・環境保全向上対策協議会
長浦さつき台長寿会
住友化学労働組合　千葉支部
袖ケ浦さつき台病院「ふれあい祭り」
匿名
袖ケ浦市文化協会

金額（円）
6,330 
40,468 
170,109 
12,574 

100,000

13,000
30,000
35,387
5,000
10,000
15,809
50,000
137,301

11
10,000

ホビー バレンタイン

1年間ご通読ありがとうございました。
今年度、初めて広報担当となり楽しくてためになる「福祉だ
より」になるよう心掛けて参りましたがいかがでしょうか。
皆様に少しでも社協が身近に感じて頂ければ幸いです。（Ｙ）
＜今日の問題From純平君（自閉症ってなーに？⑧）＞

答え　しずかちゃん（ドラえもん）
～日本男児定番のアイドル。いいですね～
純平君のこれからの活躍をお祈りしています。

 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
の
助

け
合
い
に
よ
る
福
祉
の
充
実
と
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
に
向
け
て
「
袖
ケ
浦

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
袖
ケ
浦
市

の「
袖
ケ
浦
市
地
域
福
祉
計
画
」
と
の
整

合
性
を
図
り
、
行
政
計
画
と
連
携
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
の
行
動
計
画
を
策
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
内
5
地

区
に
お
い
て
、
地
区
座
談
会
を
開
催
し
、

市
民
及
び
福
祉
関
係
者
の
皆
様
か
ら
地

域
福
祉
へ
の
お
考
え
や
意
向
を
お
聞
き

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
議
論
を
深

め
て
き
ま
し
た
が
、
2
月
11
日
に
最
終
回

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
内
5
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
4
回
ず
つ
計

20
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
大
勢
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
策
定
委
員
会
等
で
の
審
議
を
経
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
よ
り
広
く
ご
意
見
を
い

た
だ
き
内
容
を
深
め
、
最
終
的
に
は
10

月
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

君
津
地
域
4
市
に
居
住
し
、
利
益
を
目
的
と

せ
ず
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
方
を
表
彰
す

る
ク
ロ
ー
バ
ー
賞（
新
日
鐵
君
津
社
会
貢
献
賞
）

に
市
内
か
ら
2
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
笑
い
の
絶
え
な
い
高
齢
者
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
経
営
し
、
高
齢
者
支
援
活

動
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
「
フ

レ
ン
ズ（
小
野
双
葉
代
表
）」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ク
ロ
ー
バ
ー
賞
を
受
賞
し
て
」

フ
レ
ン
ズ
代
表
　
小
野
双
葉

思
い
も
か
け
ず
に
ク
ロ
ー
バ
ー
賞
を
い
た
だ

き
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

平
成
13
年
1
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
フ
レ
ン

ズ
」
は
高
齢
者
が
毎
月
2
回
集
ま
っ
て
、
肩
の

こ
ら
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
グ
ル
ー
プ
で

す
。音

楽
を
聴
い
た
り
歌
を
唄
っ
た
り
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
ビ
デ
オ
で
落
語
・
映
画
等
を
観
た
り
、
軽
い

体
操（
身
体
・
頭
）を
し
た
り
、
手
作
業
、
小
さ
な

旅
、
お
食
事
会
等
々
で
集
ま
る
皆
さ
ん
の
要
望

を
取
り
入
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

で
も
、
皆
さ
ん
の
一
番
の
お
楽
し
み
は
何
と

言
っ
て
も
お
茶
の
時
間
の
お
喋
り
で
す
。

話
題
は
趣
味
・
食
べ
物
・
お
し
ゃ
れ
・
家
族
の

こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
に
共
通
す
る
話
題
は
、
健
康
と
病
院
に
関
す

る
こ
と
が
一
番
で
す
。

ご
自
分
の
健
康
は
勿
論
で
す
が
、
ご
家
族
、

特
に
パ
ー
ト
ナ
ー
の
体
調
や
健
康
を
気
遣
う
会

話
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

何
年
か
続
け
て
き
て
、
気
が
つ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
新
し
く
参
加
さ
れ
て
少

し
雰
囲
気
に
な
じ
ま
れ
た
方
の
中
に
、
ご
自
分

の
胸
に
た
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
諸
々
の
こ

と
、
特
に
つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
一
気
に
お

話
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
す
。
今
ま

で
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

誰
が
強
制
す
る
訳
で
も
な
い
の
で
す
が
、
ご

く
自
然
に
言
葉
が
で
て
く
る
感
じ
で
話
を
長
々

と
続
け
ま
す
。
始
め
は
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
誰
も
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
こ
と
な
く
、
じ
っ

と
耳
を
傾
け
ま
す
。
時

に
は
、
そ
の
方
の
過
去

の
生
き
様
に
人
知
れ

ず
涙
ぐ
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

何
回
か
参
加
さ
れ
て
、
ご
自
分
の
気
持
ち
が

す
っ
き
り
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、
お

顔
を
見
せ
な
く
な
っ
た
方
も
お
り
ま
す
が
、
無

理
強
い
し
な
い
こ
と
も
「
フ
レ
ン
ズ
」の
特
徴

と
思
い
た
ま
に
絵
葉
書
で
様
子
を
お
知
ら
せ

す
る
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。

誰
か
に
聴
い
て
欲
し
い
、
そ
ん
な
思
い
を
じ

っ
と
抱
え
て
い
ら
し
た
方
が
た
ま
た
ま
「
フ
レ

ン
ズ
」の
雰
囲
気
の
中
で
思
わ
ず
心
の
中
を
吐

き
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

聴
き
終
わ
っ
て
仲
間
た
ち
の
反
応
は
、
じ
っ

と
考
え
こ
む
人
、
ポ
ツ
リ
と
「
大
変
だ
っ
た
ね
」

と
言
う
人
。
し
つ
こ
く
も
っ
と
聴
き
だ
そ
う
と

す
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
経
験
は
皆
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
事
な

す
ば
ら
し
い
経
験
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
フ
レ
ン
ズ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
様
々
な

思
い
を
も
つ
方
々
に
と
っ
て
、
気
持
ち
を
吐
き

出
す
通
過
点
の
場
所
で
あ
り
、
気
持
ち
を
傾
け

て
聴
く
こ
と
で
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
も
で

き
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
改
め
て
感
じ
、
驚
き
と
共
に
人
は
人
に

よ
っ
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。一

人
ひ
と
り
が
仲
間
と
共
に
楽
し
み
な
が

ら
勉
強
で
き
る
喜
び
を
し
み
じ
み
味
わ
っ
て
い

ま
す
。

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
名
誉
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
味
で
す
が
会
の
運
営
や
様
々
な

活
動
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
も
う
一
団
体
は
「
が
う
ら
エ
コ
ネ
ッ
ト

（
山
影
隆
男
代
表
）」
が
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
市
民
の
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
に
貢
献
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
社
会
に
貢
献
　
ク
ロ
ー
バ
ー
賞
を
受
賞

手話講習会・後期編が2月9日から25
日の間5回にわたり開催されました。
この講習会は、夏に行われた初級編の

講習会を修了された方や以前に手話をや
ってみたけどその後しばらく手話から遠
ざかってしまったような方を対象に、手
話の感覚を思い出して、再び手話を始め
るきっかけとなるように開催されるもの
です。
延べ63人の方が参加され、手話の内容

を確かめるように熱心に受講されておりました。
講師曰く、日々継続して行うことが重要とのことです。
手話に興味のある方は、次年度も同様の講習会を開催いた

しますので、ぜひご参加ください。
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「市民皆が支えあい、一人ひとりが安心して

健やかに暮らせるまち」を目指して
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